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、
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を
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、
そ
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人
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が
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た
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え
る
ま
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り

「
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る
さ
と
再
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築
」を
進
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て
ま
い
り
ま
す

ふるさと再構築。 　こ
の
た
び
、
つ
が
る
市
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
倉
光
弘
昭
で
す
。
皆

さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

市
民
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向
上
の
た
め

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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文
文
化
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花
開
き
、
新
田
開
発

の
歴
史
が
彩
る
自
然
あ
ふ
れ
る
ま
ち

「
つ
が
る
市
」
は
、
こ
れ
ま
で
消
費

者
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頼
さ
れ
る
農
産
物
を
送
り
出

す
産
地
と
し
て
、
美
し
く
、
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心
・

安
全
な
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
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確
立

し
、
つ
が
る
市
産
農
産
物
や
そ
の
加

工
品
を
「
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が
る
ブ
ラ
ン
ド
」
と
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て
全
国
に
発
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し
、
認
知
度
の
向
上
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取
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。
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終
息
の
兆
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い
ま
だ
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な
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中
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お
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て
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
、
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の
情
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を
市
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の
皆
さ
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に
向
け
て
分
か
り
や
す

く
情
報
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
し
て
き

め
細
か
く
、着
実
に
、ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　素
晴
ら
し
い
風
土
と
自
然
に
恵
ま

れ
た
「
つ
が
る
市
」
に
生
ま
れ
、
育

ち
、
生
業
を
持
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、
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の
人
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が
よ
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た
と
市
民
誰
も
が
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
「
ふ
る
さ
と
再
構
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」
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　市
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
市
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

倉
光
弘
昭
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が
る
市
長

く
ら

み
つ

ひ
ろ

あ
き

Profile Kuramitsu  Hiroaki

　木造柴田出身の64歳。五所川
原高校、明治大学農学部卒。昭和
57年木造町役場採用。つがる市
財政部長、総務部長などを経て平
成29年4月から令和2年12月末
までつがる市副市長を務める。
　市長任期は令和3年3月13日
～令和7年3月12日

市長就任
のご挨拶

　3月15日の市長就任式で倉
光市長は、市の職員に対し「市
政の道筋は私が示すので、そ
れに合致する施策にどんどん
チャレンジしてください。一緒に
議論、選択しながら市民の幸せ
のためにがんばっていきましょ
う」と訓示しました。

倉光市政の約束

田園都市つがる市をもっと強く、もっと豊かに

－ 農産物のブランド推進で所得の向上へ －

　　　　　　農業を 耕す。　　

－ 中心市街地を活性化し定住人口の増加へ －

中心市街地を 創る。　　

－ 住環境の整備で老後が安心なまちを －

　　　　住環境を 整える。

－ 誇れる大自然を守り、共存する社会を －

　　　　　　大地を 守る。　　

－ 縄文遺跡をはじめ誇れる文化を内外に －

　　　　　　文化を 伝える。

－ 子育て環境の充実と未来をになう人づくり －

　　　　いのちを 育む。　　

　倉光市長の公約「ふるさと再構築」を実現するため、
市は一丸となって次の6つの政策を進めていきます。
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